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永きにわたる功績をたたえて、40人、１団体を顕彰

　市勢の発展、振興に尽くされたかたを顕彰する平成２２年度那珂市表彰式典が、１１月３
日総合センターらぽーるで開催され今年度は４０人、１団体の皆さんが受賞されました。
　式典では小宅市長が、「多年にわたる地道な努力の積み重ねによりそれぞれの分野で
市民の模範となる優れた功績を残されました。今後ともその優れた見識と豊富な経験を
生かされ、那珂市のさらなる発展にお力添えをお願い申し上げます」とあいさつし、受
賞者に表彰状と記念品が贈呈されました。受賞者および功績概要は次のとおりです。
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ま
た
、
表
彰
式
典
終
了
後
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
の
重
要

性
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
通
理

解
す
る
た
め
、
井
上
繁
氏
（
常
磐
大
学

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
長
）
を
講
師

に
迎
え
、
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

■代表して謝辞を述べる民間交通安全指
導員・前豊喰区長の山田進さん

■まちづくり講演会を熱心に聞く会場の
皆さん

福
田
耕
四
郎（
市
議
会
議
員
）／
広
島
勇

（
消
防
団
員
）
／
三
田
寺
幸
明
（
民
間
交

通
安
全
指
導
員
）
／
間
宮
恒
雄
（
同
）

／
山
田
進
（
同
）
／
中
井
川
保
夫
（
同
）

／
寺
門
光
男
（
同
）
／
市
毛
邦
男
（
同
）

／
加
藤
昭
（
同
）
／
檜
山
榮
一
（
同
）

／
舩
橋
一
夫
（
同
）
／
大
橋
晴
代
（
同
）

／
川�
清
美（
同
）／
鈴
木
の
り
子（
同
）

塙
き
よ
子
（
同
）

■
市
表
彰
規
則
に
基
づ
く
自
治
功
労
表
彰

�
原
誠
一
（
農
業
委
員
会
会
長
）
／
大

和
田
清
（
堀
之
内
区
長
）
山
田
進
（
豊

喰
区
長
）
／
市
毛
勇
（
木
崎
第
４
区
長
）

／�
澤
宏
（
木
崎
第
７
区
長
）
／
足
立

�
治
（
民
間
交
通
安
全
指
導
員
）
／
小

貫
征
勝
（
同
）
／
小
林
孝
（
同
）
／
佐

藤
勝
明（
同
）／
柴
山
嘉
子（
民
生
委
員
・

児
童
委
員
）
／
會
澤
恒
男
（
同
）
／
大

竹
將
夫 
（
消
防
団
員
）
／
原
口
一
英

（
同
）
／
大
高
猛
（
同
）
／
川
崎
紀
（
同
）

／
片
野
修
一
（
同
）
／
箕
川
覚
（
同
）

／
中
井
川
寛
（
同
）
／
田
中
好
志
（
同
）

／
鴨
志
田
慎
一
（
同
）
／
塩
野
保
（
同
）

／
寺
門
俊
雄
（
同
）
／
金
澤
弘
文
（
同
）

／
飛
田
正
美
（
同
）
／
川�
克
夫
（
地

域
の
環
境
美
化
に
貢
献
）
／�
浅
川
建

設（
同
）

■
市
表
彰
規
則
に
基
づ
く
功
労
表
彰
お

よ
び
善
行
表
彰

（
順
不
同
・
敬
称
略
）



広報なか１２月号３

■危険業務従事者叙勲受章

■秋の褒章受章

■秋の叙勲受章

元消防監／昭和３４年に日立市消防本部
に奉職され、日立市内の４消防署すべ
ての署長を務められた後、日立消防署
長として平成１１年に退職されました。
退職後は、予防行政業務で市民のかた
がたに防災への
意識を喚起して
いた経験を生か
して、平成１６年
に飯田女性防火
クラブを立ち上
げるなど、地域
の防災活動に尽
力されていま
す。

元農林業センサス調査員／昭和３５年か
らの世界農林業センサスの調査員から
５０年にわたり農林業センサス調査員と
して従事され、平成１７年の農林業セン
サス調査に際しては、ほかの調査員の
模範となり調査
に尽力されまし
た。また、国勢
調査員として１０
回従事、このほ
か、統計調査員
として数々の調
査に尽力されま
した。

元警部／昭和３１年に茨城県警察に奉職
され、平成１０年に退職されるまでの４２
年間、主に交通関係の業務に従事され
ました。特に、ひき逃げ事件の現場に
残された細かな遺留品から犯人を特定
し、事件を解決
した時にやりが
いを感じたそう
です。退職後も
安全運転中央研
修所に５年間勤
めるなど、県内
の交通環境整備
に力を注がれま
した。

元市議会議員／会沢さんは、昭和５９年
３月に那珂町議会に当選。６期２４年に
わたり地方自治と、住民の福祉、文化、
教育の向上に多大な貢献をされまし
た。また那珂町議会の際は副議長に就
任。那珂町と瓜
連町の合併後、
平成１８年３月か
ら平成２０年３月
まで那珂市議会
の議長に就任す
るなど、厳正な
市政の運営に尽
力されました。

元公立中学校長／昭和２９年に横堀小学
校に赴任してから３６年間、教職の道を
歩まれた冨山さんは、平成２年に那珂
第四中学校長を退職。平成７年から
は、豊富な知識、経験を生かして瓜連
町教育長を約９
年間勤められま
した。平成１６年
には長年の功績
が評価され文部
大臣賞を受賞す
るなど、地方教
育行政の充実発
展に尽力されま
した。

元消防団長／昭和４５年に那珂町消防団
員を拝命以来、３８年間の長きに渡り郷
土の防災活動のために尽力され、平成
１２年に副団長を、平成１６年以降は豊富
な消防経験と人柄から消防団長とし
て、的確な指揮
を振るわれまし
た。飛田さんの
豊富な経験と知
識は、消防の発
展に貢献し、社
会公共の福祉に
多大なる功績を
残されました。

瑞宝双光章
赤井　清さん
（菅谷）

瑞宝双光章
川�由夫さん
（飯田）

藍綬褒章
小林　通さん
（飯田）

瑞宝単光章
飛田榮續さん
（中台）

瑞宝双光章
冨山勝三さん
（瓜連）

旭日双光章
會澤　明さん
（後台）

　

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
、
秋
の
褒
章
・
叙
勲
が
内
閣
府

か
ら
発
表
さ
れ
、
市
内
で
は
６
人
の
か
た
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
警
察
官
や
消
防
な
ど
危
険
性
の
高
い
公
務
に
励
ん

だ
か
た
に
贈
ら
れ
る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
に
２
人
、
公

共
の
事
業
に
尽
力
し
た
か
た
に
贈
ら
れ
る
秋
の
褒
章
に
１

人
、
地
方
自
治
や
教
育
に
長
く
貢
献
し
た
か
た
に
贈
ら
れ

る
秋
の
叙
勲
に
３
人
が
選
ば
れ
、
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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叙
勲

平
成�

年
度�

秋
の
褒
章
�
叙
勲

22

危
険
業
務
従
事
者
叙
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４

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

　

感
染
症
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

　

昨
年
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１　
２
０
０
９
）
は
一
年
以

上
に
及
び
、
世
界
的
大
流
行
（
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
）
を
起
こ
し
ま
し
た
。
昨
年
は
全

国
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
蔓
延
し
、

約
２
０
７
４
万
人
が
罹
患
し
ま
し
た
が
、

日
本
で
は
人
口
あ
た
り
の
重
症
化
例
・
死

亡
者
数
が
他
国
と
比
べ
て
少
な
い
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
学

級
・
学
年
閉
鎖
な
ど
、
公
衆
衛
生
学
的
対

策
が
徹
底
さ
れ
、
地
域
で
の
広
が
り
が
抑

制
さ
れ
た
こ
と
、
タ
ミ
フ
ル
の
投
与
な
ど

の
医
療
体
制
の
充
実
、
国
民
の
予
防
意
識

の
高
さ
な
ど
が
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
ま
だ
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１ 
２
０

０
９
ウ
イ
ル
ス
の
目
立
っ
た
感
染
報
告
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
季
節
性
の
Ａ
香
港
型
の

感
染
が
地
域
で
見
ら
れ
る
状
況
で
す
。
今

後
、
本
格
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
に
健
康
管
理
に
十
分
配
慮

し
、
日
頃
か
ら
「
手
洗
い
、
う
が
い
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
」
な
ど
感
染
予
防
を
心
が
け

る
と
と
も
に
、
い
ち
早
く
症
状
な
ど
に
気

づ
き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
症
状
が
あ
る

場
合
は
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

な
ど
、
適
切
な
対
応
を
取
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

今
年
８
月
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

は
世
界
的
大
流
行
の
終
息
を
宣
言
し
、
警

戒
水
準（
フ
ェ
ー
ズ
）を「
最
盛
期
越
え（
ポ

ス
ト
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
）」
に
切
り
替
え

ま
し
た
。
し
か
し
ウ
イ
ル
ス
が
消
え
去
っ

た
訳
で
な
く
、
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１　
２
０
０

９
ウ
イ
ル
ス
は
依
然
存
在
し
、
今
後
も
流

行
を
繰
り
返
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

保
険
課　

保
健
セ
ン
タ
ー

�
２
７
０
・
８
０
７
１

問
い
合
わ
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｑ＆＆Ａ

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
高
齢
の

か
た
が
重
症
に
な
り
や
す
い
の
に
対
し
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
子
ど
も
や
成
人

も
含
め
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
重
症
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
子
ど

も
や
、
基
礎
疾
患
（
慢
性
疾
患
）
を
持
つ

か
た
、
妊
婦
の
か
た
な
ど
は
、
健
康
な
成

人
よ
り
も
重
症
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
重
症
に
な
り
や
す
い
か
た
も

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
無
数
の
タ
イ
プ

が
あ
り
、
こ
の
冬
に
、
ど
の
タ
イ
プ
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
（
平
成　

年
度
）
で
は
、

２２

流
行
の
可
能
性
が
比
較
的
高
い
と
思
わ
れ

る
３
つ
の
タ
イ
プ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ

１
）
と
、
２
種
類
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
３
Ｎ
２
と
Ｂ
型
）」
に
効
果

が
期
待
で
き
る
「
３
価
ワ
ク
チ
ン
」
の
接

種
が
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

接
種
を
受
け
た
ほ
う
が
よ
い
の

は
ど
ん
な
人
で
す
か
�

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
は
�

　

今
年
度
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１ 
２
０
０
９
）
お
よ
び

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行
の
兆
し
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
本
格
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
十
分

に
栄
養
と
睡
眠
を
摂
り
、
手
洗
い
や
う
が
い
を
行
な
い
、
人
混
み
に
出
る
時
は

マ
ス
ク
を
す
る
な
ど
感
染
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。



広報なか１２月号５

含
め
て
、
ワ
ク
チ
ン
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
症
を
あ
る
程
度
お
さ
え
る
効
果

や
、
か
か
っ
て
も
重
症
に
な
る
の
を
防
ぐ

の
に
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ま
わ
り
の
人
に
感
染
が
広
が
る
の
を

お
さ
え
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

（
厚
生
労
働
省：

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
（
平
成　

年
度
）
に

２２

関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
よ
り
抜
粋
）

��������	
�����������
　全国で蔓延した新型インフルエンザ（A／H１N１　２００９）は、季節性イ
ンフルエンザよりも多くの人が感染し、感染する力は季節性インフルエン
ザよりもやや強いと言えます。
　かかったときの症状は、季節性インフルエンザとほぼ同じです。

平成２１年　新型インフルエンザ罹患者・死亡者数

死亡者数罹患者数（割合）
１９８人約２０７４万人（１６．３％）国　内
５人約４１万人（１３．７％）茨城県

◆
感
染
症
と
正
し
く
向
き
合
う

　

感
染
症
は
、
必
要
な
防
護
を
し
て
い

れ
ば
う
つ
る
可
能
性
を
下
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
早
め
の
予
防
と
措
置

　
「
体
調
が
お
か
し
い
」な
ど
早
め
に
自

覚
し
、
医
療
機
関
へ
受
診
を
し
て
治
療

を
受
け
る
。

◆
偏
見
を
持
た
な
い

　

感
染
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
感
染
症
の
患
者
な
ど
の
人
権
が
損

な
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

�
�
�
�
�
�
�
	

�
感
染
性
胃
腸
炎
�
手
足
口
病
��
��
�
�
��
�
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
	

オ
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●親子でゲームに挑戦！●親子でゲームに挑戦！●親子でゲームに挑戦！

楽しぃー！　おいし
いね！

楽しぃー！　おいし
いね！

 親子が笑顔で、おな
かも心も大満足

親子が笑顔で、おな
かも心も大満足楽しぃー！　おいし
いね！

 親子が笑顔で、おな
かも心も大満足

●保育所の先生のお話、始まりはじまりー！●保育所の先生のお話、始まりはじまりー！●センター利用のかたによるフリーマーケット出店●センター利用のかたによるフリーマーケット出店 ●保育所の先生のお話、始まりはじまりー！●センター利用のかたによるフリーマーケット出店

　

秋
晴
れ
の
美
し
い
空
の
下
、　

月　

日
に
那

１０

２３

珂
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ
ぼ
み
」

で
、
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
を
開
催
し
ま

し
た
。「
今
年
の
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
も
楽
し
み

に
来
ま
し
た
！
」
と
た
く
さ
ん
の
か
た
が
た
が

訪
れ
ま
し
た
。

子
育
て
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
は
、
保
育

　

子
育
て
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
は
、
保
育

所
と
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
の
皆
さ
ん
の
協

所
と
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
、
様
々
な
催
し
物
が
企
画
さ
れ
ま
し

力
で
、
様
々
な
催
し
物
が
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
場
内
で
は
、
え
が
お
の
写
真
展
・
リ

た
。
場
内
で
は
、
え
が
お
の
写
真
展
・
リ

ズ
ム
の
広
場
・
保
育
所
の
先
生
と
遊
ぼ
う
・

ズ
ム
の
広
場
・
保
育
所
の
先
生
と
遊
ぼ
う
・

情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
、
場
外
で
は
ゲ
ー

情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
、
場
外
で
は
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
模

ム
コ
ー
ナ
ー
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
模

擬
店
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
味
自
慢
の

擬
店
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
味
自
慢
の

「
つ
ぼ
み
カ
レ
ー
と
ワ
ン
タ
ン
ス
ー
プ
」に

「
つ
ぼ
み
カ
レ
ー
と
ワ
ン
タ
ン
ス
ー
プ
」に

皆
さ
ん
は
、「
お
い
し
ぃ
ー
」
と
大
満
足
。

皆
さ
ん
は
、「
お
い
し
ぃ
ー
」
と
大
満
足
。

そ
し
て
、
ゲ
ー
ム
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

　

そ
し
て
、
ゲ
ー
ム
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
親
子
が
言
葉
を
交
わ
し
笑
顔
で
楽
し

は
、
親
子
が
言
葉
を
交
わ
し
笑
顔
で
楽
し

む
姿
に
、
子
育
て
家
族
の
幸
せ
が
溢
れ
て

む
姿
に
、
子
育
て
家
族
の
幸
せ
が
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

今
回
も
家
族
の
皆
さ
ん
に
心
の
ゆ
と
り

　

今
回
も
家
族
の
皆
さ
ん
に
心
の
ゆ
と
り

と
子
育
て
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け

と
子
育
て
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け

た
、
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
は
笑
顔

た
、
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
は
笑
顔

の
中
で
終
了
し
ま
し
た
。

の
中
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
は
、
保
育

所
と
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
、
様
々
な
催
し
物
が
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
場
内
で
は
、
え
が
お
の
写
真
展
・
リ

ズ
ム
の
広
場
・
保
育
所
の
先
生
と
遊
ぼ
う
・

情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
、
場
外
で
は
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
模

擬
店
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
味
自
慢
の

「
つ
ぼ
み
カ
レ
ー
と
ワ
ン
タ
ン
ス
ー
プ
」に

皆
さ
ん
は
、「
お
い
し
ぃ
ー
」
と
大
満
足
。

　

そ
し
て
、
ゲ
ー
ム
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
親
子
が
言
葉
を
交
わ
し
笑
顔
で
楽
し

む
姿
に
、
子
育
て
家
族
の
幸
せ
が
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
も
家
族
の
皆
さ
ん
に
心
の
ゆ
と
り

と
子
育
て
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け

た
、
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
は
笑
顔

の
中
で
終
了
し
ま
し
た
。
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楽しぃー！　おいし
いね！

 親子が笑顔で、おな
かも心も大満足

●保育所の先生のお話、始まりはじまりー！●センター利用のかたによるフリーマーケット出店

　

市
中
央
公
民
館
に
て
、　

月　

日
か
ら　

日
ま

１１

１９

２１

で
の
３
日
間
、「
公
民
館
ま
つ
り
２
０
１
０
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
活
動
す
る
各
団
体
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
展
示
、
さ
ら
に
は
体
験
教
室

や
バ
ザ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
か
た
が
詰
め
か
け
た
会
場
は
、
大
き

な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�

��� ������

�
�
�
�
�
�



８

珂
市
国
際
交
流
協
会
は
、
平
成
２
年
８
月
３

日
、
那
珂
町（
当
時
）の
円
滑
な
国
際
化
の
推
進

を
目
的
に
発
足
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年　

月　

日
に

１０

２９

は
、
互
い
に
原
子
力
研
究
機
関
を
有
し
、
生
活
環
境
や

自
然
環
境
な
ど
が
類
似
し
て
い
る
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市

（
米
国
・
テ
ネ
シ
ー
州
）
と
国
際
親
善
姉
妹
都
市
盟
約
を

締
結
し
ま
し
た
。
以
来
、
両
市
の
間
で
様
々
な
交
流
活

動
を
通
じ
、
友
好
の
固
い
絆
を
築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の　

周
年
と
い

２０

う
大
き
な
節
目
を
迎

え
、
更
な
る
親
密
な

友
好
関
係
を
築
い
て

い
く
た
め
、　

月　
１０

１８

日
か
ら　

日
ま
で
、
寺
門
義
一
副
市
長
を
団
長
と
す
る

２３

総
勢　

名
の
派
遣
団
が
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
を
訪
問
し
ま

１６

し
た
。

　

派
遣
団
は
、　

周
年
記
念
式
典
に
出
席
し
た
ほ
か
、

２０

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
長
、
教
育
局
長
、
商
工
会
議
所
長
な

ど
を
表
敬
訪
問
、
ま
た
市
内
の
施
設
を
訪
問
し
、
行
く

先
々
で
交
流
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
に
は
、
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
長
夫
妻
を
は

じ
め
、
姉
妹
都
市
応
援
会
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な

ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
た
ほ
か
、
在
ナ
ッ
シ
ュ
ビ

ル
日
本
国
総
領
事
で
あ
る
佐
藤
博
史
氏
も
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
厳
粛
な
な
か
に
も
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
い
ス

ピ
ー
チ
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
お
互
い
の
真

心
が
通
じ
合
い
、
非
常
に
思
い
出
に
残
る
感
動
的
な

式
典
で
し
た
。

　

今
回
の
記
念
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
友

好
の
歴
史
の
積
み
重
ね
が
大
き
く
反
映
さ
れ
た
素
晴

ら
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
様
々
な
分

野
で
の
幅
広
い
交
流
を
継
続
し
、
両
市
の
結
び
つ
き

が
一
層
深
ま
り
、
共
に
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、
よ

り
親
密
な
友
好
関
係
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

那

那
珂
市
国
際
交
流
協
会
発
足

那
珂
市
国
際
交
流
協
会
発
足
2020
周
年
周
年 

並
び
に

並
び
に

国
際
親
善
姉
妹
都
市
盟
約
締
結

国
際
親
善
姉
妹
都
市
盟
約
締
結
2020
周
年
記
念
事
業

周
年
記
念
事
業

那
珂
市
国
際
交
流
協
会
発
足
20
周
年 

並
び
に

国
際
親
善
姉
妹
都
市
盟
約
締
結
20
周
年
記
念
事
業

◆オークリッジからのプレゼント
　両市の名前を文字写真で表しています

派遣団員（敬称略）
【市代表団】
寺門 義一（副市長）、須藤 博（議長・協会副会長）、
平松 俊男（教育長）、吉羽 房男（商工会長・協会副会長）

【市民の翼】
小宅 昭子（菅谷）、戸邉 公恵（杉）、小貫 惠美子（下江戸）、
櫻井 静雄（菅谷）、上村 真紀（戸崎）、堀江 祐紀子（菅谷）、
森島 栄子（中台）、鹿志村 孝子（菅谷）、小森 友子（菅谷）、
鴨志田 和枝（杉）

【事 務 局】
木村 利文、萩野谷 智通

� � � � � � �

� � � � � � � 	

◆オークリッジ市長を表敬訪問
　市役所や図書館、法廷、消防署なども訪問
しました

◆ 『友情の鐘』の前にて
　両市の変わらぬ友情と平和の祈りのシンボ
ルの前で記念撮影

◆姉妹都市盟約締結２０週年記念式典
　オークリッジからパネル、那珂市から日本
人形をプレゼントしました
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問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
６
３
・
２
６
５
）

　

サ
ポ
ー
ト
職
員
制
度
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら
ス

２２

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
任
期
は
２
年
で
す
。
本
年
度
は
、

自
治
組
織
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

が
主
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
治
組
織
移
行
後
の
１
年

間
は
、
新
た
な
組
織
に
よ
る
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
軌
道

に
の
る
よ
う
に
、
市
と
の
連
絡
調
整
や
運
営
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
か
ら
報
酬
を
支
払
う
こ
と
は
な
く
な
り
ま
す
が
、

各
委
員
会
や
自
治
会
に
市
か
ら
出
る
交
付
金
や
、
各
自

治
会
費
の
中
か
ら
報
酬
（
手
当
）
を
支
払
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
各
委
員
会
や
自
治
会
ご
と
に
、
報

酬
（
手
当
）
を
支
払
う
役
員
の
範
囲
や
報
酬
の
額
を
会

則
等
で
定
め
る
必
要
が
で
て
き
ま
す
。

昨
年　

月
に
市
が
策
定
し
ま
し
た
「
那
珂
市
協
働

１２

の
ま
ち
づ
く
り
指
針
」、
本
年
３
月
に
制
定
し
ま
し

た「
那
珂
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
基
本
条
例
」、

「
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
」
は
、
那
珂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
と
そ
の
回

答
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

�
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�
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�
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平
成　

年
度
に
田
向
区
（
五
台
）
が

２２

宝
く
じ
の
助
成
金
を
受
け
、
子
供
神
輿

や
太
鼓
な
ど
の
お
祭
り
用
品
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

　

子
供
神
輿
や
太
鼓
を
新
た
に
整
備
す

る
こ
と
で
、
長
年
引
き
継
が
れ
て
き
た

祭
り
を
絶
や
す
こ
と
な
く
盛
り
上
げ
、

地
域
の
信
頼
関
係
や
ふ
れ
あ
い
を
育

み
、
よ
り
一
層
豊
か
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課

　
　

市
民
活
動
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
６
３
・
２
６
５
）
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月
６
日
、
７
日
と
那
珂
市
立

１１
図
書
館
に
お
い
て
「
図
書
館
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
６
日

に
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

宮
本
隆
治
氏
の
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
講
演
で
は
、
表
現
力
豊
か
な

ト
ー
ク
に
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲

気
と
な
り
ま
し
た
。
７
日
に
は
、

体
験
教
室
や
、
お
は
な
し
会
も
催

さ
れ
、
子
ど
も
向
け
お
は
な
し
会

で
は
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
、
人
形
劇
、
腹
話
術
に
、
参
加

し
た
子
ど
も
達
は
、
物
語
の
中
に

引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
か
ら
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
務
め
ら
れ
た
�
田

義
雄
さ
ん
（
戸
）
が　

月　

日
、

１０

２５

茨
城
県
知
事
表
彰
な
ら
び
に　

月
１１

５
日
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
�

田
さ
ん
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
の
活
動
や
民
児
協
で
の

組
織
発
展
に
も
尽
力
さ
れ
た
ほ
か

行
政
、
社
協
の
福
祉
関
係
の
委
員

会
、
検
討
会
へ
の
参
画
等
ま
た
、

地
域
に
根
ざ
し
た
福
祉
の
活
動
や

事
業
へ
の
協
力
等
民
児
協
以
外
の

活
動
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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秋
晴
れ
の　

月
６
日
、
日
本
の

１１

さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
地
の
静
峰

ふ
る
さ
と
公
園
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
夢
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
、
那
珂
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー

カ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
シ
バ
ザ
ク
ラ
２
千
株
を
植
え
ま

し
た
。
作
業
後
は
、
ひ
ま
わ
り
の

種
の
パ
ウ
ダ
ー
が
入
っ
た
ひ
ま
わ

り
う
ど
ん
が
振
る
舞
わ
れ
、
お
腹

を
満
た
し
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

シ
バ
ザ
ク
ラ
の
見
ご
ろ
は
４
月
か

ら
５
月
。
八
重
桜
ま
つ
り
に
は
、

色
鮮
や
か
な
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
も

広
が
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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な
か
な
か
塾
主
催
「
那
珂
八
景

と
桜
田
烈
士
史
跡
巡
り
」
が　

月
１１

　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１４
　

桜
田
門
外
の
変
は
那
珂
市
と
も

関
わ
り
を
持
ち
、
明
治
維
新
の
口

火
を
切
る
歴
史
的
事
件
。
映
画

「
桜
田
門
外
ノ
変
」の
公
開
も
あ
っ

て
、
時
代
背
景
な
ど
興
味
を
持
た

れ
た
皆
さ
ん
が
多
く
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
講
演
の
後
に
は
、
那
珂
八

景
や
静
神
社
、
三
嶋
神
社
な
ど
烈

士
縁
の
地
と
史
跡
を
巡
り
な
が
ら

見
聞
を
広
め
、
当
時
の
様
子
に
思

い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。



広報なか１２月号１１

　

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
上
菅
谷
駅
北
駐
輪

場
に
「
安
全
安
心
ボ
ッ
ク
ス
」
が

設
置
さ
れ
開
所
式
が　

月　

日
、

１１

１１

行
わ
れ
ま
し
た
。
安
全
安
心
ボ
ッ

ク
ス
は
、
自
転
車
等
の
盗
難
被
害

が
増
加
し
て
い
る
中
、
特
に
Ｊ
Ｒ

水
郡
線
上
菅
谷
駅
北
駐
輪
場
で
多

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
那
珂
警

察
署
と
那
珂
地
区
防
犯
協
会
が
、

同
所
に
安
全
安
心
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
。
防
犯
協
会
菅
谷
分
会
員
が
駐

留
、
立
ち
寄
り
、
警
戒
場
所
と
し

て
活
用
し
自
転
車
等
盗
難
被
害
防

止
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
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�
�
�
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子
育
て
に
つ
い
て
考
え
る
契
機

に
し
よ
う
と
、「
親
が
変
わ
れ
ば
、

子
ど
も
も
変
わ
る
運
動
」
那
珂
市

推
進
大
会
が
、　

月
６
日
、
総
合

１１

セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
第
１
部
で
は
４
人
の
発

表
者
が
、
子
育
て
を
通
し
て
感
じ

た
こ
と
な
ど
、
自
ら
の
子
育
て
体

験
を
発
表
し
ま
し
た
。
第
２
部
で

は
、
水
戸
市
青
少
年
育
成
推
進
会

議
会
長
の
中
川
實
さ
ん
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
皆

さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
が
発
表
者

の
か
た
が
た
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
茨
城
県
立
茨
城

学
園
の
運
営
に
協
力
、
茨
城
県
の

児
童
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
那
珂
市
更
生
保
護
女
性

会
に　

月　

日
、
茨
城
学
園
創
立

１０

２２

１
０
０
周
年
の
記
念
式
典
に
お
い

て
茨
城
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
那
珂
地
区
更
生

保
護
女
性
会
は
、
地
域
社
会
の
犯

罪
・
非
行
の
未
然
防
止
の
た
め
の

啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
青

少
年
の
健
全
な
育
成
を
助
け
、
犯

罪
や
非
行
の
あ
る
少
年
の
改
善
更

生
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
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月
４
日
、
中
央
公
民
館
で
、

１１
那
珂
市
安
全
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

防
犯
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
講
演
会
に
は
、
市
内
各

地
域
の
自
警
団
・
防
犯
協
会
の
関

係
者
が
参
加
し
、
ま
ず
市
内
で
の

犯
罪
の
現
状
等
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
そ
の
後
、
水
戸
市
の
元
吉

田
自
警
団
長
の
荻
野
行
広
さ
ん
に

よ
る
、
元
吉
田
地
区
で
の
自
警
団

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
、
荻
野
さ
ん
の
お
話
に
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。



１２

１０月１５日～１１月１４日（敬称略）
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�� � 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，７６２人

　（平成２２年１０月末現在・
 前月比１２人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億６，４９８万円

　（平成２２年１０月・
 前月比５９６万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

�������	
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土金木水火月日

１
８７６５３２
１５１４１３１２１１１０９
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５２４２３

３１３０

※４日は１３：００から開館休館日

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税 ３期

○国民健康保険税（普通徴収） ６期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ６期

○介護保険料（普通徴収） ５期

納期限：１２月２７日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納Ｇ

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

　１０月１日付けで、小笠原純生さ
ん（瓜連）と海野崇さん（門部）
に、法務大臣から人権擁護委員の
委嘱発令がされました。
　人権擁護委員は、人権擁護委員
法に基づき、地域の中で人権思想
を広め、人権侵害が起きないよう
に見守り、人権を擁護していくた
めの活動を行っています。

���������	
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　消防団第５分団第２部（飯田）
配備の消防ポンプ積載車が老朽化
したことに伴い１０月１３日、新型車
両が引き渡されました。
　この車両は、各種災害に対応で
きるよう最新型のポンプと自動昇
降装置などを備えた車両です。こ
の車両の配備により、地域を守る
消防団の消防力の強化が図られる
ことになります。

【任期】：平成２２年１０月１日
 ～平成２５年９月３０日

◆小笠原純生さん ◆海野崇さん

� 人の動き �

那珂市の人口（１１月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，６３０人 （＋７）
　女　　　２８，４９４人 （＋１４）
　計　　　５６，１２４人 （＋２１）
世帯数　　２０，８８９世帯 （＋２５）

○出生　３８人
○死亡　４４人

（１０月１日～３１日）

滑川　順一 ２０，０００円
社団法人秋田犬保存会
茨城県中央支部 ２０，０００円
野木　利三郎 １０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

秋田犬保存会茨城県中央支部の皆さん

�������

�������	
�
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広報なか１２月号１３

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／１月１８日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／１月１２日（水）、１９日（水）、
２６日（水）

いずれも９：００～１５：００
場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

　浄化槽の法定検査は、保守点検と清
掃が定期的に実施され、きれいな水が
放流されていることを確認するための
ものです。地域の水環境を保全するた
めには検査の結果、不具合等が発見さ
れた場合には速やかに改善を図ること
が重要です。
　このため、浄化槽の所有者には、年
１回の法定検査が法律により義務付け

られています。
　法定検査を受検しないまま放置しま
すと、浄化槽からの放流水の水質が悪
化し、地域の水環境に影響をもたらす
おそれがありますので、県指定検査機
関である、茨城県水質保全協会または
保守点検・清掃を委託している業者に
連絡の上、必ず受検をお願いします。
問い合わせ／

（社）茨城県水質保全協会

�２２７－４８３６

茨城県生活環境部環境対策課

�３０１－２９６６１日　慶和病院 （鴻巣）
 �２９５－５１２１
２日　小宅内科医院 （菅谷）
 �２９８－００５０
３日　諸岡医院 （瓜連）
 �２９６－１１２３
９日　岡田クリニック （後台）
 �２７０－８１８８
１０日　那珂クリニック （中台）
 �２９５－９８００
１６日　塙内科消化器科 （後台）
 �２９５－２１１０
２３日　那珂中央クリニック （飯田）
 �２９８－７８１１
３０日　小豆畑病院 （菅谷）
 �２９５－２６１１
■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

法律相談

心配ごと相談

浄化槽をお使いの皆様へ
法定検査を受けましょう

�������	

�������	
���

　１１月８日、那珂市環境緑化協同
組合から、観葉植物のほか、パン
ジー、ベゴニア、葉牡丹、シクラ
メン等が寄贈されました。
　市役所に飾られた植物は訪れる
かたがたの目を楽しませていま
す。寄贈、ありがとうございまし
た。
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　一の関ため池親水公園内の曲がり屋では、次のとおり郵便切手、郵便はがき、絵はがきを
販売しています。曲がり屋前には、ポストが備え付けられていますので、その場で投函する
ことができます。ぜひご利用ください。

◆販売時間

　午前９時～午後４時３０分
　※曲がり屋の休館日（１月１日、４月～１０月までの

月曜日（月曜日が祝日のときは翌日））を除く
◆販売場所

　曲がり屋（一の関ため池親水公園内）
◆販売しているもの

　○切手（市販のもの）　５０円・８０円
　○はがき（市販のもの）　５０円
　○絵はがき（曲がり屋の風景など６種類）１枚３０円
　※これ以外の郵便商品や季節のはがき（年賀はがき等）

の取り扱いはありません。
◆問い合わせ

　那珂市観光協会（那珂市商工観光課内）
　�２９８‐１１１１（内線２４５）

�������	
��

■作り方
①白菜は大きめのざく切り、にんじんは皮をむき大きめに切る。
　玉ねぎは八つ切りに、ブロッコリーはおおまかに房を分ける。
　セロリは筋を取り、５cm位の長さに切る。
②鍋に水カップ４、ローリエ、にんにくを入れて煮立てる。　
　スペアリブを加え、色が白っぽくなったら火を弱めて蓋をし、肉が
少し柔らかくなるまで１５分ほど煮込む。
③②に①の野菜、コンソメ、こしょうを加え、ゆっくりと全部の材料
がやわらかくなるまで蓋をして煮込む。（白菜がかさばって蓋が閉
まらないときは、白菜がしんなりしてから蓋をする）
④スープごと器に盛る。

������
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�

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

豚スペアリブ ……………… ８本　
白菜 ………………………… １／４個
にんじん …………………… １本　
たまねぎ …………………… １個　
ブロッコリー ……………… １／３個
セロリ ……………………… １／２本
ローリエ …………………… １枚　

　にんにく ………………… １片　
　コンソメ（キューブ） …… ２個　
　こしょう ………………… 少々　

■材料（４人分）　

■その日に冷蔵庫に残っている野菜を大きく切っ
てなんでも入れて野菜をたくさん食べてくださ
い。野菜によってはスープに溶けてしまうのも
ありますが、それもまた美味しいですよ。

Cook

������
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今年も、「白鳥」が曲がり屋前の一の関た
め池に飛来しました。白鳥見学ととも
に、曲がり屋にもお立ち寄りください。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

北酒出（運動休養部会）

海野　恭子さん
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菅
谷 

大
和
田　

瑞
貴 

勝
広

中
里 

小
圷　
　

つ
ば
さ 

裕
則

竹
ノ
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片
岡　
　

柚
月 

卓
也

額
田
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船
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咲
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一
也
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後
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颯
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雅
人
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久
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嵩
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山
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心
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汰
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義
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鴻
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海
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望 
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優
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二
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荒
木　
　

優
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根
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こ
こ
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住
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氏
名 

年
齢

横
堀 

圷　
　
　

一
美 

　

歳
８４

田
崎 

鹿
島　
　

光
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歳
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西
木
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植
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知
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君
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下
大
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寺
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歳
８７

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

笹
嶋　
　

晃
暉 

勇
太

菅
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野
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心
夢 

剛
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篠
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二
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夢 

孝
博

菅
谷 

川
越　
　

心
陽 

真
一

向
山 

大
内　
　

啓
生 

紀
明

瓜
連 

西
村　
　

心
結 

和
也

菅
谷 

片
寄　
　

葵 

達
弘

菅
谷 

峯
村　
　

紗
英 

宏
隆

菅
谷 

菊
池　
　

快
斗 

均

中
台 

根
本　
　

美
月 

裕
之
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瓜
連 

堀
口　
　

俊
光 

　

歳
７９

福
田 

�
川　
　

す
ず 

　

歳
９２

豊
喰 

坂
本　
　

�
子 

　

歳
８３

菅
谷 

外
岡　
　

榮
子 

　

歳
８２

福
田 

福
田　
　

泰
治 

　

歳
８７

菅
谷 

�
野　
　

ナ
ツ
子 

　

歳
８５

門
部 

勝
山　
　

正
一 

　

歳
８７

後
台 

塩
野　
　

時
江 

　

歳
６４

鹿
島 

中
�　
　

正
木 

　

歳
９４

古
徳 

秋
山　
　

み
つ 

　

歳
８１

額
田
北
郷 

中
島　
　

祐
寿 

　

歳
５５

菅
谷 

清
水　
　

敏
夫 

　

歳
６０

北
酒
出 

鈴
木　
　

は
ま
子 

　

歳
７７

本
米
崎 

綿
引　
　

と
き
子 

　

歳
７７

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

鷹
渡
る
遥
か
に
続
く
潮
の
道 

桜　

井　

筑　

蛙

小
春
日
や
大
空
を
指
す
乙
女
像 

筒　

井　

か
よ
子

ゆ
る
ゆ
る
と
鳶
の
輪
を
か
く
園
小
春 

 
浅　

野　

と
し
子

平
凡
に
生
き
来
て
今
日
の
冬
紅
葉 

 
草　

野　

ゆ
た
か

コ
ス
モ
ス
や
見
え
隠
れ
し
て
黄
の
帽
子 

益　

子　

春　

子

穂
芒
の
風
来
る
野
点
兎
菓
子 

雨　

宮　

文　

枝

冬
薔
薇
人
恋
ふ
ご
と
く
香
り
け
り 

�　

野　

祝　

子

団
栗
の
落
つ
る
に
ま
か
せ
木
の
ベ
ン
チ 

宇
佐
美　

和　

子

天
も
地
も
秋
の
た
だ
中
雲
と
水 

大　

森　
　
　

滿

風
に
舞
ひ
風
に
さ
す
ら
ふ
落
葉
か
な 

飯　

島　

京　

子

休
憩
の
卓
に
頭
に
木
の
実
降
る 

藤　

岡　

み
ち
子

【俳　句】あせび句会

【短　歌】ときわ短歌会
「
第
九
」
歌
ふ 
万 
の
人
の
眺
め
か
と
暮
秋
の
向
日
葵
畑
に
見
惚
れ
ぬ 

加　

藤　
　
　

要

よ
ろ
づ

歌
言
葉
浮
か
び
出
ぬ
ま
ま
滝
の
音
絶
え
間
な
く
聞
く
渓
谷
の
道 

川　

上　

恵
美
子

大
浦
湾
に
入
り
来
る
船
を
眺
め
つ
つ
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
を
待
つ
思
い
せ
り 

や
ま
と
ち
ず
る

も
み
じ
葉
の
地
に
着
く
ま
で
の
き
ら
め
き
に
残
り
の
生
を
思
い
つ
つ
行
く 

草　

野　
　
　

豊

両
足
に
靴
ま
で
は
い
た
か
か
し
君
が
い
骨
と
な
り
物
置
に
な
り 

梅　

沢　

悦　

子

生
き
た
い
と
恐
怖
に
お
の
の
く
友
人
の
長
い
メ
ー
ル
が
毎
日
届
く 

仲　

沢　

照　

美

連
れ
添
い
し
妻
を
気
遣
い
近
づ
け
て
血
圧
計
を
夫
は
見
つ
む
る 

山　

屋　

勝　

代

お
ま
え
よ
り
長
生
き
す
る
と
夫
の
言
う
暗
証
番
号
未
だ
知
ら
ず
に 

武　

田　

八
重
子

唐
黍
も
西
瓜
も
狙
わ
れ
烏
と
の
智
恵
く
ら
べ
し
つ
つ
夏
の
過
ぎ
た
り 

赤　

塚　

満　

夫

観
た
く
て
も
望
み
薄
な
り
台
風
に
週
間
延
期
の
ひ
ま
わ
り
祭
り 

片　

岡　
　
　

明
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